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主観的黒さについての－研究

AStudyofSLlbjectiveBlackness

1５１１ みか

ＭｉｈａＤα〃

主観的黒さについては，写真の惠１１１家達によって，多

少研究されているようである（Lowry＆Jarvis，1958；

Breneman，1956)。しかし，それらの研究は，実際の風

景，あるいは人物を被写体とし，写真として再現する場

合、被写体の影の部分(主観的黒さ)に影響を与える因子

はなにか，という疑問から発している。しかし，実際に

そのような因子をつかもうとするには，単純化された図

形から出発しなければ，なかなか困難である。本実験で

は，主観的黒さに影響を与える因子は，主として，主観

的な白さと考え，中心円縣い部分を閉む白い部分の効果

が，どのように働くのか，同心円図形をスクリーンに投

射させ，それを観察することによって追求する。

目的：投射光によるスクリーン上の観察円の主観的

１１､(さが，ｌ）スクリーン自体の明度，２）スクリーン全体

の輝度，３）「''心円を囲む明るい部分(以後白色リングと

呼ぶ）の太さなど，各々の条件変化によってどのような

傾向を示すかを明らかにし，主観的黒さについての分析

を試承る。著者はそのロ的で大きく分けて２つの実験を

行なった。即ち実験１としてマッチング法によるもの，

実験２として心理尺度構成法によるものである。前者は

投射光によってスクリーン上に投射された中心円の主観

的黒さを，手元のMunsell色栗とマッチさせ，刺激の

主観的黒さを決定したもの，後者は，塁Y示された一対･の

刺激の主観的黒さの比が，主に'碩常和法によって推定さ

れ，さらにその結果の比較検討の目的で．南接比率法に

よっても若干なされた。

れたスクリーン上に，プロジェクターｌにより刺激図形

が呈示される(Fig.１，ＰI)。スク
（実験ｌ）

リーンには，ｌ」R色油性色票３種
スクリーン

が用いられた。各々の特性は

Ｔａｂｌｅｌに示す通りである。

刺激図形はＦｉｇ．２のような

直緩視角３』22'の|司心円図形５

称である。主観的A|､!さの判断を

求められるのは主としてその中

心円で，その大きさは3326〃

で一定である。中心円を囲むリ

ングの太さは１．４０，４．００，５．４０
?I

6.00,7.50ｍｍの５段階に変 Ｆｉｇ．］

１． ３．

Fig.２刺激図形
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５．

スグリーン｜苑｜〕Ｙ外｜修正マソセル値

2８．０､３０５１．３１８

６
７

5ＢＧ5.8/0.5

､３０６１．３１７ 4０．１ 7ＢＧ6.8/０．４

7１．１９１．３１１１．３２０ 8GＹ8.6/0.2

(実験１）

装置，刺激および方法：被験者の２ｍ前方にすえら

化され,判断されたが,結果の処理は，太さ1.40,5.40,

7.50ｍｍの３段階について行ったものを示してある。

●
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刺激図形呈示用プロジェクターＩはMasterSuper〔Ie

Luxe，その光源は100Ｖ，１ＫＷである。スクリーン

全体の１Ｍ|(度変化にはプロジェクター]Ｉ(ＰＩＩ)，Minolta

MiniProjector,その光源100Ｖ，100Ｗが使用された。

プロジェクター１１によって与えられる各スクリーンの

輝度は，透過率の異なるニュートラル・フィルターを使

用することにより更に４段階に変化された。フィルター

の透過率は各戈0,18,32,100％である。以後ｊをもっ

て夫々の透過率を表わす添字として，スクリーソ]i１１度を

Ｔｉであらわすこととする。被験者はスクリーン上に呈

示された刺激を両眼視で観察し，その主観的黒さを，手

許のMunsell明度色票群と照し合わせて，等しいと感

ぜられる色票を選び出す。色票群はＶａｌｕｅ５の台紙

25×20ｃｍ犬に８０｛ｌＩ１の７ｘｌＯｍｍの窓を切りぬき，

Value1.5より９．５までの色紙をValueの等しいス

テップで並べたものである。実験は暗室内で行なわれた

が，被験者の手元の色票は，Ｃ光源(色栗面５００１uces）

により照９１されている。中心円の物III1的輝度は，すべて

の条件のもとで測定された(Table２)．被験者は心理学

専攻の大学生３名である。

手続：各スクリーンについて，図形５種類とスクリ

ーン)lfl[度変化４段階のM1象合せ，２()櫛の刺激がランダム

に呈示された。被験者はそれら中心円の黒さとマッチす

る手許の色票を選び|l}すと共に，同稲の作業を，「''心円

を囲む白色リングおよび外側の黒色リソグの主観'1ｹ白さ

および無さについても行なう。

結果：各刺激図形に対して選び出された色票の明度

をMunsellValueで示すとTables3～５の如くであ

Ｔａｂｌｃ２

ＴｏｌＴ]８１Ｔ３２，Ｔ５６１ＴｌｏｏＴ
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ろ。即ちTableは各々被験者ＴＡ，Ｓｓ，Ｄ〃が，各ス

クリーン別に，刺激図形１から５までの中心円の!』!さ

Ｂ，白色リングの白さＷ；黒色リングの黒きりを判断

した結果を，各スクリーンの輝度変化、の段階ごとに

示した。数値はすべて各被験者あたり２試行を平均し

た結果である。被験者ＴＡＳＳ,Ｄ〃の結果を実験条件の

卯何を問わず，中心円の輝度についてプロットしたもの

が次のＦｉｇｓ３～５に，△，×’○印群で示したもので

ある。△印は白色リングの太さの最も細い場合，即ち図

形１，○印は最も太い場合，即ち図形５の結果を示す。

MunsellValueの値を示すのに，グラフ中縦軸の上か

ら目盛ったのは，実験２との比較上，便宜的にそうした

ことをあらかじめおことわりしておく。

さて，行なわれた実験条件では，主観的IMLさば刺激図

形の中心円の輝度が増加するにつれて減衰し，I1iHi人差は

あるが，およそ］IunsellValueで１．５から４程度の

範囲に納まることが分った。次に中心円を囲む白色リン

グの主観的白さであるが，Tables3～５でおよそ察知

されるように，各条件，各被験者についてそれらの著し

い変動は承られない。実際には,その物理的輝度の上に，

150ガーＬから165ガーＬの変化が与えられているにも

かかわらず，である。この結果は，実験２を施行する時

に，特に重要視された。即ち，用いられた刺激図形の範

囲では，見えの明るさが影響を受ける部分は白色リング
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よりもtfしる黒く染える部分である訳で,この意味から，

以後の実験では，中心円の黒さだけに着目してゆくこと

にする。黒色リングについては，物理的な輝度に関する

又別なＦ１]題が生じたので，ここではひとまず，中心円の

主観的黒さについてのみ話を進めてゆく。

さて，Ｔａｂｌｅ６に示したのは，スクリーン上に刺激図

形を投卿'せず，スクリーンＩＭｉｉｌ度の糸を変化させ，その各

段階ごとにスクリーンの主観的黒さをマッチして得た結

果を，同じくMunsellValueで示したものである。こ

れらはFigs､３～５に実線で示した。これらの図から，ス

クリーンに刺激図形を投射しない場合のスクリーンの見
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主観的無

えの）1Aさし，スクリーソ輝皮のlWjl1につれて１１１１線的に減

少することが樅定される。ここで注意しておきたいこと

は，このスクリーンの見えの黒さが，およそMunsell

Valueで2.0～6.5の範囲にあり，中心円の見えの黒さ

よりはるかに下まわっているという事実である。即ち，

等輝度のスクリーソ部分を観察するについて，周囲に明

度差のある部分が（即ち白色リングが)存在する時には，

それが存在しない場合に比較して，中心円の部分は著し

く黒っぽく知覚されていることになる。

更にＦｉｇｓ３～５の△,×’○群をこまかく観察してみ

れば,△印はValueの他の大なる方，即ち，より白っぽ

い方，○印はValueの小さい方，即ち，より熱っぽい上

部に)+寄っていることが分る。この傾向は，白色リング

の太さの噌加につれて中心円の見えの黒さも増加するこ

とを予想させる。以上の傾向を詳しく検討する為にはⅢ

同一輝度水準における中心円の見えの黒さと，スクリー

ンに白色リングが投射されない場合の見えの黒さの差を

もって，白色リングの効果を示すインデックスと考え，

これを白色リングの太さの函数としてプロットしてみれ

ば良いであろう。

以上が，実験ｌの結果と，結果から予想された傾向の

主なものである。勿論，資料も乏しくさらに追求しなけ

ればならない問題も残されたままであるが，実験を続け

る上の難点として次のことが考えられた。すなわち油性

色票というスクリーンの上に投射された熱さと，手許の

Munsell色票の黒さとの質的差異，それらのマッチング

からくる方法上の問題，などが，被験者の判断をかなり

困難なものにしていることである。そこで，実験ｌは予

備実験に留めて，次の実験２で残る問題を取り上げるこ

ととした。

1９ざについて

しブロック>ﾉﾘに尺度値を求めることにする。そして全

条件の尺度(i1lllll1の比較を統一的に行う為に，あらかじめ

各ブロック間に共通な条件をかみ合せておき単位統一

の為の情報を得るようにした。

実験装置の配置は
IVY

Fig.６に示した。被

験者の２ｍ前方に

一対のスクリーンが

すえられている。ス

クリーン間は，完全

に遮へいされてお
お

寵り，一方の室の投身｝

光あるいは散乱光な

どが，他力のスクリ

ーン上におよぶこと

はあり得ない。被験

者，ｓの後方には，

プロジェクター．ボ

ックスがあり，その
凸凸ハロ
ＰＩＰＩツンハ幻.②ソ，￣しｖ’

小窓からそれぞれの
Ｆｉｇ．６

スクリーンに，刺激

図形，輝度変化光が投射される。プロジェクターＩ,お

よび'１も一対用意され，その用途は(実験１）と同様で

ある。左右のスクリーンに，それぞれ刺激図形１，３，５と

スクリーン輝度変化５水準の組承合せ１５刺激が，ラン

ダムに呈示される。従って被験者は与えられた一対のス

クリーンに対して15(１５－１)/2＝105個の，中心円の見

えの無さの比の値を判断することになる。この時被験者

は次の評定方法でこの比率判断を行う様教示された。③

恒常和法~これは，Metfessel(1947),Ｃｏｍｒｅｙ(1950）

等によって組織化された方法であるが，この方法は比率

の推定をilT接比の形で報告させるものではなく，一定の

数一主として１００－を，問題にしている各刺激の特

性，ここでは中心円の見えの黒さ，の比に応じる様，分

割させて報告させるものである。例えば，Ａ：Ｂの見え

の服きの比は６０：４０という工合である。（実験２）で

は，刺激図形の中心円の見えのⅡ､Lさは，主に恒常和法に

よって，その比率の推定がなされた。しかし，恒常和法

によって得られた結果と比較検討する目的で，さらにも

う一つの方法によっても若干実験が行われた。⑥直接

比率推定法一対呈示された２刺激のうち，より黒く感

じられる方の刺激の黒さを１とした場合に，他方の黒さ

はどの位の比率になるのかを直接推定させる方法で，例

えば，具体的には，反応用紙上に引かれた長さ１０ｃｍの

(実験２）

装置，刺激および方法：（実験２）の特徴は，対呈示

される２ケの刺激図形の中心円の黒さの相対的割合を被

験者に報告させ，それにもとずいて，尺度構成的立場か

ら各条件下の中心円の主観的黒さを検討することにあ

る。用いられた刺激図形は３種類（Fig.2入スクリーン

は３種類（Tableｌ)，スクリーンの輝度変化は，（実験

1）の条件に１水準加えた５水準（透過率0,18,32,56,

100％)であり，これらを全て組糸合せた３ｘ３ｘ５＝45条

件それぞれの中心円の見えの黒さに対してscalevalue

を附与することを試みた訳である。その際45条件全てに

わたる対比較は，実験のサイズを膨大にするので，スク

リーンの種類によってこれらを３つのブロックに分割
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1111む白色リングが存在せず，還元状態におかれた視野全

休の観察，即ち，スクリーンの物理的輝度に対して，そ

の主観的な黒さを判断するわけである。グループ３は，

補足実験と呼んでもよいもので，上の２つのグループの

刺激条件をそれぞれもつ刺激を，直接比較したものであ

る。従って，一方に白色リングが存在し，他方に存在し

ない場合を含んだ比較であり，多少の問題も含んでいる

と考えられる。

以下，比較条件となったスクリーン明度，スクリーン

のＩＭＩ(度水準，刺激図形の３つの変化要因をもった刺激を

あらわすのに（6,0,3）のごとく記すこととする。６は

スクリーン番号６，０はｎｏ，３は刺激図形番号である。

結果：Ｔａｂｌｅ７は，被験者Ｓｓ,Ｋ）",Ｄ'0のグルー

プ１の比較結果である。刺激条件中，スクリーン明度別

に各被験者の結果を示した。結果として得られた尺度仇

の単位は，スクリーン条件を通して統一されている。今

Table7に示された数値は，大きい程，主観的黒さの度

合は大きいことを示すから，当然，スクリーン輝度水準

の低い方，即ち幻に近い条件をもった刺激に対して得

られた尺度値が，BOOの刺激条件をもったものよりその

値が大きくなっている。しかしさらにこまかくながめる

と，（実験１）で予想された白色リングの効果（リングが

太くなれば，中心円の主観的黒さも増加する）は，輝度

水準が商いところでは，はっきりあらわれているにもか

かわらず，それが低い条件，主にＴ･の条件をもった刺

激に対しては，定かでない。この原因は特に中心円のそ

直線上に，その右端を］，左端を０として，滴感的にチ

ェックさせる方法である。

このように，対として組孟合されたすべての刺激条'''二

について，比率を推定し，一つのスクリーンについて

"＝15個のに対する主観的黒さの尺度値を算出した。以

上述べたように，比率の推定はＣｏｍｒｅｙ等の方法にも

とづいて行われたが，尺度値計算の方法は，次の様に若

干簡単化して行った。即ち,今,刺激ｉとノとを比較した

とき，刺激ノに１００の中より与えられた数値をＶｉリで

あらわ…とずれ噸帯-…qj/…定位
である(ただしＳ八ｓiは刺激ノおよびノの尺度値)。全

ての刺激対についてこのｘの行列を作り（但し，ノ行，

ｊ列の要素は，ノ列，ノ行の要素の逆数，すなわちｘガノー

ホである…ような行列から,野=z…求私

ぬればこれらは写さ…とした主観的!…尺
度値と考えられる。

（実験２）でなされた比較およびその結果の処理にも，

(実験１)と同様，その実験条件の違いによって，次の３

つのグループを考えるのが便利である。グループ１は，

スクーリン[U]度,スクーリソ全体の御度,ルリ激図形の３つ

の条件変化の各組合せについての比較であり，グループ

２は，グループ１の刺激条件から刺激図形をとりのぞい

たもの，即ち，スクリーンU]度と，プロジェクターⅡに

よって与えられるスクリーン輝度変化５水準の組み合せ

についての比較である。従ってこの場合には，中心円を

Table７
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７．０．５

７．１８．１

７．１８．３

７．１８．５

７．３２．１

７．３２．３
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７．５６．３
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６．０．３

６．０．５

６．１８．１

６．１８．３

６．１８．５
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1０．８０ ３．０５1０．８８ 2．９６ 2．９８５．４２ ３．３７

1１．０４ 3．００ 2．９２ 1０．３１ ３．１０５．０４ ３．５１

2．３８2．４５ ７．６３ ２．３６３．６１ ７．８０ ２．４０

2．４９ 2．３５ ７．８８８．２０ ２．４７３．６４ ２．４７

８．６９ 2．５９ 2．５０ ８．３６ ２．６６３．８７ ２．７０

６．３２．１ ７．５５ 2．１９ 2.24 ７．３９ ２．２２ ９．３２．１2．７１ 2．０６ ２．１０

６．３２．３ ２．２９ 2.18 ２．４３ ９．３２．３3．５２ ７．８８ ７．５５ ２．１５ ２．３３

2．５２ ８．０４ ２．４９ ９．３２．５６．３２．５ 3.73 ８．２８ ２．３８ ２．１５ ２．５６

1．９７ ２．０６ 5６．１2.24 7．１５ 2．０３ ６．８２ ９ 1．８２6．５６．１ １．８０

2．１５ ２．０９ ７．１５ ２．１０ ９．５６．３6．５６．３ 2.53 ７５５ 1．９７ ２．０３

2．２１7.80 2．２９ ７．２３ ２．２９ ９．５６．５6．５６．５ ３．１６ 2．２９ 2.08

111i■
７．１００．１ 1.64１．８２ ６．８２ １．７８ ６．５８ 1．８２ ９．１００．１6．１００．１ 1．５８

6．１００．３ ７．１００．３1.97 7.15 １．８９ １．７６ ６．５８ 1．８９ ９．１００．３ 1．６７

１．９９ ７．１００．５6．１００．５ ２．０３ 7.15 １．９１ ６．７４ ２．０１ ９．１００．５ 1８８



主観的鶚

れを囲む白色リングの物理的な特性からきていることが

明らかとなった。uljち，スクリーンの輝度水準が低い場

合には，刺激図形の白色リングから，中心円におよぶ散

乱光の効果が，みえの`ﾘﾑさに与える影響は，比較的仁大

であったことにあった。従って，Ｔａｂｌｅ７の結果は常に

中心円の輝度と切り離しては，その意味のないものとな

る。Figs､７～９は，被験者ＳＳ,"ハ、）ｚのＴａｂｌｅ７の

結果を，それぞれの刺激図形のｌｌｉＩＩ(度に対してプロットし

たものである。縦ilillに主観的黒さの度合，横Iljillには，中

心円の輝度あるいは白色リソグが存在しない場合のスク

リーンの鰯度を示した。△,×,○印群は，Figs､３～５と

同様，白色リングが存在する場合の中心円の主観的黒さ

を示し，△，×，○印は各を刺激図形1,3,5を示す。（実

験1)の結果同様，グループ１の比較結果から，主観的黒

さの度合は，中心円の郷度の増加に伴って減少すること

が明らかとなった。又，輝度水準が等しい場合には，中

心円を囲む白色リングが，太し,もの程，’''心円の主観的

黒さの度合が大きくなる傾向がうかがえる。

さについて 2１

§認；ロ

凸伍

■

Ｆｉｇ．８ Ｆｉｇ．９
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Table8は，グループ２の比較結果である。刺激条件

の項に明らかなように，刺激図形が呈示されなし。従っ

て，中心の輝度はほとんど変化がないが，白色リングは

存在しない場合である。この結果もＴａｂｌｅ７の結果Ｉｉ１

様，刺激の物理的輝度と切り離しては考えられないの

で，Figs､７～９の下部に,スクリーン輝度に対する主観

的黒さの度合として示した。▲，■，●印は，スクリ

ーン明度，value５．８，６．８，８．６を示している。

Table９

薊潅渋劃ｓ，｜Ｋ"‘｜、〃 中心円の
卸度
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Table８

白色リングが存在する場合であるが，今，刺激図形が呈

示されない５刺激の主観的黒さの度合を，スクリーンご

とに，その輝度に対してプロットし，５点から予想され

る１１１１線をひいてみる。この曲線に対して同じく刺激（７，

３２，３）の主観的黒さの度合を同グラフ上にプロットし，

その物理的な輝度をたどって曲線と交わる点の主観的黒

さの度合を求める。この値と，刺激（７，３２，３)の得られ

た値との差を，一応，白色リングの存否の効果と考え

る。今，各被験者について，刺激(7,32,3）の主観的黒

さの度合と，同輝度上，刺激図形が存在しない場合の予

想される曲線から得られた主観的黒さの度合の比を求め

ると

（鴇三→慨→蝿被験者ｓｓ……一

遍"……→:鶚=8｣２

〃'か…→綴=2皿
であった。刺激条件の異質性から生ずる３判断の困難

性，従って結果の信頼性など，さらに追求が必要である

が，ここでは，グループ３で刺激図形が存在しない場合

の５刺激から得られた結果が，グループ２の結果と良く

一致するので（Fig.１０)，一応上に得られた比の値を取

り上げることとする。刺激図形の存否の効果は，判断の

方法上の問題なども含めてかなりの個人差がふられる。

しかし少なくても２倍，多くて５倍程度の効果が認めら

れた。このことは，観察する視野が一様である場合と，

物理的なコントラストがある場合とでは，同じ輝度に対

して明らかに，その主観的黒さの上では差が承られるこ

とを立証した。

さて，先に求めた比の値を，今，リングの効果係数と

名付け，この係数をグループ１から得られた尺度値に乗

じ，グループ１とグループ２の結果を直接比較して象る

ことが出来る（Fig.７，８，９)。図から次に求めたいもの

は，グループ１の各点について，これらと何輝度をもつ
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以上，グループ１，グループ２ともに，主観的無さの腫

合と,観察領域の輝度との間には,減少函数関係が成立す

ることが分った。即ち，中心円をlJi'んでllilli度の大きいリ

ングが存在するしなしにかかわらず，主観的黒さの度合

と観察領域の輝度との間には,減少函数関係が成立する。

さて，ルリ激図形１，３，５の効果111]ち，「''心円を囲む１コ

色リングの太さの効果を詳しく知るために，次のような

手続を経た。グループ１およびグループ２から得られた

尺度値は，グループ間ではその単位は統一されていな

い。従って直接比較することは出来ない。そこで，グル

ープ３では，グループ２の５刺激と，グループ１の刺激

(7,32,3）とを以下に述べる方法で，つき混ぜて比較し

た。選ばれた刺激(7,32,3)は,刺激の変化要因それぞれ

の条件が，最も中間的な特性をそなえたものである。グ

ループ３の比較判断の結果から算１１１された尺度値と1Jリ

激条件を，各被験者について示したものがＴａｂｌｅ９で

ある。末項に｢'1心円の)lilli度を念のため記した。ＴａｂｌｃＯ

の刺激条件中，ルリ激（７，３２，３）だけが，中心円を囲む
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リーソ全体の輝度水準、8以上の場合には，そのような

困難は感じられないとのことであった。

Figs､１１～１３から，各被験者とも白色リングの太さの

増加に従って，中心円の主観的黒さの度合が増加を示し

ている。又，白色リングの存在の効果は，スクリーン輝

度水準の低いもの程，大きい傾向がみられる。さらに個

人的にみれば，スクリーン明度，スクリーン全体の輝度

水準を通じて，白色リングの太さの増大にともなう主観

的黒さの度合の増大は，おおかた一定である。

以上を要約すると，次の２つになる。即ち，Ｆｉｇａｌｌ

～13から，ａ）白色リングの存否の効果と，ｂ)白色リン

グの太さの増減の効果が論ぜられる゜前者は縦軸にリン

グの効果としてあらわされ，後者は，図中折線の勾配が

示している。

以上が，（実験２)において，尺度構成法的な試承によ

､延帛

Ｆｉｇ．10

た観察領域に白色リングが存在しなかった場合の主観的

黒さがどれ程かということであろう。この為に，グルー

プ２についての結果から，各スクリーン毎に予想される

曲線がひかれ,先にも述べたように,グループ１の各点に

ついて，その輝度をたどり，曲線と交わった点の主観的

黒さの度合を読み，その差を求めた。Ｆｉｇｓｌｌ～１３に示

したものが，各被験者についての結果である。△,□,○

印は，それぞれスクリーン６，７，９を示し，各折線はス

クリーン輝度水準についてまとめたものであり，図の縦

軸はリングの存在の効果を，横軸は刺激図形１，３，５を

示した。リングの効果は主観的黒さの度合で示した。な

おＴｏの場合は，被験者の内省報告にもとずいて，ここ

では一応カットした。主な理由は，刺激条件（６，０，－）

の場合と，（６，０，５）の場合に，その質的差異が最も顕

著になり，暗室の中で全くみえないスクリーンの見えの

黒さと，150〃－Ｌのリングが存在する場合とでは，判

断の基準が変ってくるというものである。しかし，スク

一-二二薯

Ｆｉｇ．1１
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Ｆｉｇ．1３Ｆｉｇ．１２

って得られた結果で，主に恒常和法的な推定法を用いた

ものである。

最後に，以上のべてきた恒術和法による結果と，先に

屯のぺた他の評定方法，即ち直接比率推定法によって得

られた若干の結果とを比較して象ろ。ＴａｂｌｅｌＯに示し

たのは，スクリーン6,7,被験者Ｓｓ,Ｋ，〃の,グループ１

についての結果であり，Ｔａｂｌｅｌｌはグループ３の結果

である。ちな糸に，,恒常和法による結果でも考察したよ

うに，リングの効果係数をしらべてみると

ＴａｂｌｅｌＯ
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であった。しかし２方法によって得られたグループ３の

尺度値の相関をしらべてゑると，刺激図形が呈示されな

い５点については,商い相DMがみられるにもかかわらず，

刺激(７．３２．３)は，そのin線上に乗ってこないことが分

０．９０’0．９２ ０．９３’
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つた゜この理由は，刺激(７．３２．３)の'''心円の主観的無

さの判断は，他の比較条件との異質のために，非常に不

安定であると考えられる。従って，リングの効果係数に

ついては，まだまだ改善さるぺき問題は多い。ただ，恒

常和法による結果と比il没して染ると，被験者ｓｓの(liIは

かなり近いし，Ｋ》'2の結果も，もともとばらつきが大き

いと予想されるので，意外ではない。しかし，等質的で

ない刺激条件の比較に，過剰な要求をおしつけるのは本

意でないので，次にグループ１の結｣JILを考察する。

Ｆｉｇ．１１は，被験者Ｓｓのスクリーン７についての結

Ｆｉｇ．１５

栄を，相関図で示したものである。ｒｉｇｌ２は同じく被

験者Ｋ”の結果で，スクリーン６および７の結果をま

とめて示した。縦jlilllに直接比率推定法，横軸に恒常和法

の尺度値をとった。被験者Ｓｓ，スクリーン６の結果は，

これらより乱れておりFig.１４上で示して，スクリーン

７の紡果の下方に枇這い状を示した。

＊ ＊ ＊ ＊

以上，（実験１）および（実験２）をまとめてみると，

l）物理的に一様な視野とⅢ可輝度であるが，輝度の大

きいリングに囲まれた中心円とでは，その見えの黒さに

大きな差がふられる。マンセル色栞とのマッチングテス

トの結果で示せば，その差はMunsellValueで1.5～

5.0にもおよぶものであり，（実験２)における評定法の

結果では，個人差はあるが，1.0～7.5にもおよぶもの

である。２）白色リングの太さが墹加すれば，’|]心円の

みえの蝶さも増加する。この価向は，スクリーンの輝度

水準が，極端に低い場合をのぞいて，立証された。又，Ｆｉｇ．１４
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その増力Ⅱ勾配は,輝度水準にかかわりなく，一定である。

3）見えの黒さと，スクリーンの輝度との関係が明らか

にされた。Ｈ１]ら，視野が一様な輝度をもつと否とにかか

わらず，投射光によるスクリーンの見えのⅡ､(さと，スク

リーン輝度との|Ｈ１には減少函数関係が成立する.

又，今後のiiIIU週としては，リング効果係数に供けるさ

らに深い追求，評定方法の違いをのり越えた,結果の一

致性など，さらに，反省としては，スクリーンの脚度水

準，特に輝度の小さい場合の評定の方法,比較する刺激

条件の異質性に関する問題，など多い｡
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